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ＡＡが日本に根を下ろしてもうすぐ25年。保健・医療・福祉とＡＡは、互いに欠
かせない存在だといわれています。しかし、私は常々「果たしてこの協同作業は
本当に”うまくいっているのだろうか？」と感じています。今回、このような機会を与
えられ、私が埼玉（のごく一部）からＡＡを眺めて感じていることを書くことにしまし
た。間違っていることもたくさんあると思いますが、ＡＡと援助専門職の皆さんが、
素敵な関係をつくるきっかけになれば幸いです。

ＡＡってわかりづらい
ＡＡって最初はわかりづらいんですよ。まず、グループの名前からして、ＡＡ（Al

coholics A nonym ous）ですから…。わかりづらいどころか、少々あやしい印象を受
けるかもしれません。次にわからないのが業界用語。『12ステップ』『ソブラエティ』
『アノニミティ』『ハイヤーパワー』…耳慣れない横文字ばかりです。ＡＡのセミナー
に出て「やはり宗教と関係があるみたい」と誤解したワーカーさんがいました。先
日も、セルフヘルプグループに非常に興味・関心を持つ人たちの中で、『アノニミ
ティ』は『匿名』と、『無力』は『自己否定』と勘違いされて議論されていました。ＡＡ
メンバー、あるいはＡＡをよく知る援助専門職の方々から見ると「なんたること！」と
思われることでしょう（こうした用語の正しい意味は、他の書籍などで調べてくださ
い）。でも、一般的な理解はこんなものなのかもしれません。
私自身もＡＡの業界用語に慣れるのにずいぶん時間がかかりました。でも、普

段どこに身を置いても主流の中に入っていけない私にとって、ＡＡは、ちょっとマ
ニアックな雰囲気を醸し出しているように当時感じたのです。通ぶって「ムフフ
ッ！」としているのが大好きなものですから…そんな不純な動機でＡＡとのつきあ
いが始まったように思います。

ターゲットは誰なの？
埼玉県内のＡＡグループは、なかなかパワフルで、県内のあちこちでセミナー

を開いています。その頻度は私がワーカーになった頃とは比べものになりませ
ん。セミナーは回復を目指すアル中さんに出会う絶好のチャンスですから、私も
御家族や援助者の方々に積極的に参加をお勧めしています。そしてどのセミナ
ーの案内にも「今苦しんでいる仲間、家族、関係者の皆様もぜひ参加してくださ
い」といった意味のことが書いてあります。でも、実際のプログラムは、そういう人に
そんなに優しくないと思うのです。スピーカー（これもわからない。自分の体験を話
してくれる人のこと）の話は、初心者でもわかる話から、独特の業界用語を織り交
ぜた、かなりＡＡのことを知らないと理解できない話までごちゃまぜなのです。
また、ＡＡ埼玉地区では、年に一度の『埼玉地区の集い』の際に援助専門職と

の懇談会を開いてくれます。ＡＡのことをまだあまり知らない援助者のために、ＡＡ
のことをよく理解しているメンバーが質問に答え、説明をしてくれます。でも、正確
に伝えようとするために、「ＡＡの書籍にはこう書いてあります」「伝統ではこういわ
れています」などという形で説明する姿を見るにつけ、「かえって混乱しないかな
ぁ？」と心配になってしまいます。

わかりやすいのがいいなぁ…
某グループは、ＡＡ初心者（本人、家族、援助専門職）をターゲットに、わかりや

すさにこだわってセミナーを開催しました。『生活保護の世
話になった仲間の話』『若い仲間の話』など、「こういう話
が聴けますよ！」とセミナーの特徴を前面に押し出したわ
けです。日曜夕方にやっている『笑点』という番組を知っ
てますか？。座布団をやったりとったりする『大喜利』が
名物の、超マンネリながらも高視聴率の番組です。私
が敬愛してやまぬ、初代司会者であった“カリスマ落語
家”立川談志が大喜利メンバーのキャラクターをはっき
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りさせたことが成功の秘訣だったといわれています（なんというたとえ！）。某グル
ープの試みは、なかなかよいところをついていたように思います。
こうした試みが、『12の伝統』（グループを維持するルールや対外的な関係のル

ールを定めた指針）に沿うものかどうかは私にはわかりません。でも、少なくとも、
例えば『生活保護の…』とすれば、生活保護のワーカーさんは参加しやすい、『若
い人の…』とすれば若いアル中さんやその家族には身近なものと感じやすいと思
うのです。こんなちょっとした工夫でわかりやすいＡＡ、近づきやすいＡＡになるの
では？と思うのです。新しいＡＡメンバーや理解者を増やすためには、最初が肝
心なのではないかという彼らなりの想いから、こういう試みも始まっているということ
です。（まぁ、そのセミナーは、一方で少々悪ノリした感もありま
したけどね…）

応援と関係性
こうやって書くと「なんだ、ＡＡなんかとはとってもつ

きあえないじゃない」と思われるかもしれません。しかし、な
んといっても全世界150ヶ国以上で、ＡＡプログラムを使ってアル中さんたちが

回復しているのですから、その力を信じないわけにはいきません。治療・援助に携
わる側は、この事実をもっと認めてもよいと思うのです。そしてもう少しＡＡと交流を
持ってもよいのではないでしょうか？。また、ＡＡの側も、大切なプログラム（ルー
ル）を崩さない範囲でわかりやすさを工夫してもいい感じがします。
前述のＡＡグループは、新しいミーティング（これもわからない。要するに例会

ですね）会場を借りようとしたのですが、『市民がいないと会場は貸せない』という
規則にひっかかって立ち往生してしまいました。会館の窓口の方もなんとなく『うさ
んくささ』を感じていたようです。この危機を救ったのは、以前メッセージ（これまた
わからん！ ＡＡの存在を周囲に知らせる活動）にせっせと歩いていた老メンバ
ーと、その彼と昔何度もアルコール問題を語り合った福祉課の職員の方でした。
事情を知った福祉課の職員の方が、社会教育の部署に働きかけてくださって、無
事、新しいミーティング場がスタートしました。その後、いろいろな不手際があり、
そのたびにずいぶん市役所の方の手を煩わせているようですが、グループ内で
は「いつまでも迷惑かけていられないぞ！」という話し合いも行われていると聞きま
す。べったりするわけでもなく、忘れ去るわけでもない、必要なときに手を伸ばせ
ば、お互いが握手できるくらいの関係がつくれることを願っています。
ＡＡには『１２の伝統』というルールがあると書きました。私は支配的、あるいは依

存的にならない、ほどよい関係を維持するための素晴らしいルールが『12の伝統』
の中に流れているのではないかと思っています。『ＡＡは（行政等の）支援を求め
ない』といった誤解が私の身近にもあります。ＡＡは決して支援を全面的に拒否し
ているわけでもなく、かといって丸抱えを望んでいるわけでもありません。少なくと
もこうしたルールがあるからこそ、無茶なことは頼んでこないのです。むしろつきあ
いやすいと思いますよ。ＡＡとつきあうことは、援助専門職側にある従来からの『支
援』のイメージを変えていくきっかけにもなると思います。

新しいサポーターが必要な時期
アル中さんは、対人関係の問題を抱えている人でもあります。いろいろな人や

機関とのつきあいの中から学ぶことが回復につながるのです。ぜひ、互いに気軽
に交流してみてください。先日もいくつかのＡＡグループから「セミナーを開きたい
けど、どこに案内を出せばよいかわからないんだ」と相談がありました。ここ数年の
保健・医療・福祉行政はめまぐるしく変化しており、事務所や担当課の名称が変
わったりしています。私にとってはごくあたりまえの資料を寄せ集めたら、重宝に

援』というとどうしても重く考えがちですが、こん使ってくれています。『支
。 、な簡単なところからでもスタートできると思います 援助専門職の皆さん

できる範囲からで結構です。無理のないところで少しサポートしてくださ
いませんか？。最初はちょっととっつきにくいけど、つきあってみると案
外面白いのがＡＡです。数年前、パソコンが家庭に入ってきたときのよう
に、なじむのに少し苦労しますが、慣れればその人なりの距離感でつきあ
えるようになると思います。
日本のＡＡももうすぐ２５周年。ＡＡとサポーターがも

っと協同して新しい展開を創っていく時期ではないでしょ
うか。それにどうしても必要なのは、たくさんの新しいサ
ポーターとの日常的な交流を通してもらえる『素朴な疑問
や意見』なのではないかと思うのです。
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『関係者への広報を通じて』

池田広報／専門家協力小委員会担当理事

紙面によるＡＡミーティングとして、ＡＡメン
バーまた関係者の方々長く愛読されていま
す。
ＡＡの仲間たちが 過去どのようであった「
か、何がおきたのか、今どのようであるのか」
を、赤裸々に語られています。
また、ジョイントというコーナーを設け、関係

者の方々にも寄稿していただいてます。
毎月末発行
Ａ５版２８頁 ２５０円（送料別）
年間購読 ４，０８０円（送料共）

順番だから今年からあんただよ」とグル－プの代議員を務めることになっ「
た。出来ることなら“何もしないで勝手気ままに過ごしたい、そして時期を見てＡ
Ｌに再度挑戦！”という夢を抱いて止むを得ずＡＡに通いだしていた身にとっ
ては“うっとうしい役回りだけど適当にやるさ”という思いだけが強かったが、年
に数回は東京で開かれる集会に行かなければいけないということが気掛かりだ
った。
会社の仕事で電車で出張する時は、いつの頃からか“乗る前に車中で飲む

アルコールを買ってから乗り込む”ことが習慣となっていたことが頭をよぎった。
飲まない生活が始まり出したころから電車に乗ることを極力避けていたし、時

間的にも肉体的にも多少きつくても”車での移動”を前提に考えて行動するパ
タンが出来上がっていたこともあり“嫌だな”という思いが湧いてきた。
何回目かの集会で、その集会が成立するのかしないのかという定足数の事

で紛糾した時、ある仲間から「皆さん方は何のためにここに集まっているのか、
自分達がやるべき事は何か、を考えたらどうなんだ。俺は地元ではアル中の☆
☆（本名）で関係者の方とコンタクトを取ってメッセ－ジを運んでいるよ」との発
言があった。
そこに居て時間だけが過ぎれば良い、自分には関係ない事と思っていた

が、この仲間の発言はショックだった。ＡＬに囚われていた頃に周りから聞かさ
れる言葉がすべて自分を非難する言葉だったことから、いつの頃からかあらゆ
る言葉を聞くまい聞き流すことが習慣化されてしまっていた。その状態から“Ａ
Ｌだけが抜けた体だけが残っていた”ことに気付かされた。
あるイベントの企画に携わる機会があり、打ち合わせ会で仲間と雑談してい

た時に「ニックネームを名乗って関係者の方へ面会を求めたら怪訝な顔をされ
断られてしまったよ」と仲間が話してくれた。この仲間の経験と前述の「俺は地
元ではアル中の…」の仲間の話が重ね合わされてサ－ビスというものに少しば
かり関心を持ち始めていた私には大変に貴重なメッセ－シとなった。
一人のアル中がＡＬを止めたからといって大きな仕事をしたように思うな“思

い上がるなよ”と戒められたように感じた。命と引き換えにしてまでも飲みたい？
とまでは思わなかったが飲み続けていれば、好むと好まざ
るとに関わらず結果的にはそうなるという事は自明の理であ
る。その当時私のお世話になった病院から退院した人が
“半年で８人亡くなった”ことが証明している。
グル－プのミ－ティング場が増えたのをきっかけにして

作り直したミ－ティング場の案内地図と若干のＡＡ広報資
料を持って、地域の県精神保健センタ－（現在の精神保健
福祉センタ－）へ会社から半日休暇をもらって出掛けた。
振り返るまでもなく赤面の至りだが事前に電話予約をすることもしなかった。

“留守ということはないだろう、誰か居るだろう”という思いと“保健センタ－なん

ご連絡いただければ、ＡＡ出版物一覧をファクスでお知らせいたし

ております。ご利用下さい。ＪＳＯ内ＡＡ日本出版局
－今こそ充実した －代議員－
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だからＡＡの情報は必要な筈だ”という勝手な思い上がった気持ちだけが先走
っていた。
「ニックネ－ムを名乗って…」の仲間の話が頭の中にこびりついていたので、

面会を求める時に、会社の名詞を使用しその裏に自宅の住所電話番号を記
入して差し出した。運良く担当の方が在席されており２名の保健婦さんが気持
ち良く話を聞いてくれ、ご自分たちがＤ会を県内に広めていく手助けをしたこと
などの話もしてくれた（アルコ－ル問題に取り組んでいる県内で五指に入る保
健婦さんだった）。
２時間近い時間を割いていただいた話し合いが済んで帰る時に「ＡＡという

のは、名前を明かさないのではないの？」と聞かれた。
“この人達は分かっていない！”という思いが込み上げてくるとともに、“自分

のやり方はよかったのかな？”ということも感じさせてくれる言葉だった。
首都圏からは１００Km 程離れており、近隣の県と比較してもＡＡの灯が点っ

たのも一番遅い地域だからこんなもんか、ということと共に“アル中がアルコ－
ルを止めたくらいでいい気になるな！”と、どやされたように思った。有り難かっ
た。
自分一人なら耐えられるであろうアル中というレッテルが、家族や係累に及

ぼす影響を考えたら“独断専行で事を運ぶ”ことが如何に危険な事であるか
は、昔の事を振り返ってみるまでもなく分かりきったことであります。飲んでいな
いアル中を得意になってやっていた訳です。

今年も北の大地、北海道で開催されたラウンド・アップに参加することができ
ました。３年続けて行くことができました。自分の車をフェリ－で運んでもらって
…ということを相変わらずやっております。今年も行こうと決めた時から“飛行機
や電車を利用すること”が頭の中に浮かんできません。
今年のラウンド・アップでは、関係者の熱意・関心の高さというものを強く感じ

ました。参加されていた保健婦さんやケ－スワ－カ－の方々から次のような話
を聞かせていただきました。
「自分達が何とか止めさせようと手を変え品を変えて頑張ってみたけれど止

めることが出来なかったお酒が、ＡＡに通いだした患者さんの中から止め始め
た人が出てきた。ＡＡというのは何だろう？そんな興味があってこの集まりに参
加しました」と異口同音に話されていたのが印象的でした。
来年はどうなるだろう、という期待やら希望を感じて帰ってきました。

ＡＡの目的が“まだ苦しんでいるアルコホ－リクにメッセ－ジを届けること”に
あって、この目的を達成するためにＡＡのあらゆるシステムが機能していると言
っても過言ではないと思います。
しかしながら、このためにはアルコ－ル医療・行政に携わっておられる関係

者の方々に“AAを知っていただく”ことから始める必要があ
ると痛感しております。
地方でのＡＡの知名度はまだまだ不足しております。行

き届いているとはいえません。メンバーを初めとしてＡＡに
ご理解ある関係者の方々のお力をお借りしながら、“ＡＡを
知っていただく”ための努力がますます求められていると思

平成１１年１１月います。


